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中学生に対す るノ ー ト指導の 必要性 につい て

藤 沢 伸 介

        ON THE NEED FOR GIVING 

JUNIOR HIGH SCHOOL STUDENTS INSTRUCTIONS 

       IN TAKING EFFECTIVE  NOTES

        Shinsuke FUJISAWA 

Atomi Gakuen  Women'  s University,  Niiza-  shi, Saitama 352

    This paper discusses the necessity of instruction in documentation for junior high 
level students.  At  present  , most of the high school students take notes in class just as 

part of their daily routine without thinking of the significance of writing in their notebooks. 
As a result,  47.3% of junior high school students scrap all of their notebooks and files 
soon after graduation, and only 13.1  % of university students utilize the documents which 

they wrote out in their junior high school days. This is mostly because  inf  ormat  on is 
stored  unsystematically  without any consideration for utilizing the papers at a later time. 
97.5 % of high school teachers, however, give no instruction concerning how to write and 

file papers  effectively. 
   The systematic instruction in the purposes of taking notes, the presention of the 

possible methods by  which to achieve those purposes, the types and distinctive features of 
notebooks, and the  ways of processing to cope  with each subject will  improve students' 
utilization of files and documents, the acquisition of information processing abilities, 

and the effectiveness of learning content in each subject. Such education  will be  more and 
more required in the future.

 Keywords : information processing education, junior high school students, documentation, 

           filing technique,  notebooks,  notes.
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1問 題 の 所 在

中学 校 の教 室 で,も し授 業 中 に全 く ノー トを取

らない生 徒 が い た ら,恐 ら く多 くの 教師 は,ノ ー

トをと る よ うに 注意 す るで あ ろ う。 そ して さ らに,

そ の生徒 が ノー トを取 らな い儘 に試 験 に臨 み,そ

の試験 の結 果 が あ ま り思 わ し くなか った場 合 に は,

多 くの教 師 は,ノ ー トを取 らな い こ と を学 習 が充

分 に な され なか った 原 因 の1つ と考 え,ノ ー トを

取 る よ うに,さ らに そ の生 徒 を促 す に違 いな い。

しか し ここで,も し,そ の ノ ー トを取 らな い生

徒 が,自 分 は ノー トを とる必 要性 が 理解 で きな い,

記憶 す べ き重 要 な点 は全 て教 科書 に書 い て ある の

で,更 に ノー トに 記入 す るの は余 計 な手 間 が か か

るだ けで あ る と,反 論 して きた 時 に,そ の点 に対

し,中 学生 に も納得 の行 くよ うに論 理的 に明快 に

答 え られ る教 師 が,ど れ だけ い る で あろ うか。 そ

して,も しそ の ノー トを取 らな い生 徒 がい っ も上

位 の成 績 を とって い た とす れ ば,ノ ー トを取 らな

い こ とを不問 に 付す 教師 も,'少 な か らず い るか も

しれ な い。

一方 で ,中 学 校 で は,ノ ー トを取 る とい って も

た だ黒 板 を うつ して い るだけ の生 徒 が9割 以 上 い

るが,そ れ に対 す る指 導 も充 分 で は ない。

この よ うに,現 在,授 業 中 に生 徒 が ノ ー トを取

る こ とは あま りにも 当た り前 の 事 と考 え られ,従

って,そ の 目的 も方 法 も充 分 に 検討 が 加 え られ て

い な い。 教師 が,生 徒 に必 要 性 を うま く説 明 で き

なか った り,テ ス トの成績 が 良 か った とい うこ と

だ け で ノ ー トを取 らない こ とを認 めた りす るの は,

ノ ー ト作 成 の 目的や 必 要性 が,そ の教師 に よ って

充分 に認 識 され て い ない とい うこ とに他 な らな い。

とこ ろで,人 間社 会 に於 い て必 要 な こ とは,す

べ て そ の 目的 や 理 由が 明 らかに な っ てい る とは限

らな い。 例 えば,子 供 に挨 拶 をす る よ うに教 える

親 の全 てが,挨 拶 の社 会的 機 能 や 目的 を説 明で き

るわ け で はな い。 しか しなが ら,子 供 は経 験 に よ

って,徐 々に その必 要 性 を認識 す る にい た るも の

で ある。

も し,ノ ー トを作 成 す るこ との 目的 や必 要 性が

ノ ー トを作 成 して い く過 程 で どの生 徒 に も自然 に

認 識 されて い くもの で あ る とす るな らば,わ ざわ

ざ その 目的 や必 要性 を教育 す る必 要 はな い。 しか

しなが ら,筆 者 の観 察 に よれば,一 般 の 生徒 は,

単 に教師 に言 わ れて い るの で,意 図 もわ か らず た

だ ノー トを とって い るに す ぎな い よ うに見 える。

学 校 に於 け る各教 科 の 学習 は,本 来 それぞ れ の

教育 目標 に従 って行 わ れ,そ の 目標 は,人 間形 成

の た めの 大 目標 の 下位 目標 と して設 定 され て お り,

決 して テス トのた め に学 習が 行わ れ てい るわ けで

は ない 筈 で あ る。

従 って,授 業 中 の ノ ー トを とる とい う行為 は,

教 授 す る とい う立場 か ら見 れ ば,意 図 的 に生 徒 に

行 わせ る活 動 とい うこ とにな り,生 徒 が 知的 情 報

を受 容 して い くとい う立 場 か ら見 れば,生 涯 の情

報 処理 に 対 す る初期 の基礎 的 な活 動 と して 位置 づ

け られね ば な らない。 そ して中 学 の時 に作 成 した

ノー トは,上 級 学 校 に進 学す る場 合 に は,そ こで

の情 報 処理 の枠 組 と して 活用 され,そ うでな い場

合 に も,社 会生 活 の 中で の情 報 処理 の手 掛 りと し

て 活 用 され て初 めて意 味 を持 って 来 る。

だ か ら,も し生徒 が,定 期 考査 で あれ 入 学試 験

で あ れ,テ ス トが終 了 した時点 で 自分 の作成 した

ノ ー トを捨 て て しま うよ うで あれ ば,そ れ は テ ス

トの為 に ノ ー トを作 成 した こ と を意味 し,も し,

テ ス トとは 無関 係 に 自分 の活 用資 料 の一 部 と して

自分 の作 成 した ノ ー トを長期 に わ た り活 用 してい

るの で あれ ば,そ れ はそ の人 が 自分 の生 涯 の情 報

処理 活動 の一 貫 として ノ ー トを作 成 した こ とにな

る。

皿 生徒 の ノー ト活 用 の実 態

そこで,大 学生を対象に,各 人が中学時代に作

成したノートの保存活用状況の調査を行った。対

象は,大 学生(跡 見学園女子大学の教職課程の科
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FIG1.中 学 時代 に作 成 した ノー トが 大 学生 に ど

れ だ け活 用 され てい るか
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FIG2.ど の 科 目の ノー トが最 も保存 され

て い る か。
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目で ある 「教 育心 理 学」 の受 講生)222名 で,質

問 紙 法 に よ り,1984年12月 に実 施 した。結 果 は,

FIG1.の 通 りで あ る。100%全 員 が,中 学時 代

ノ ー トは作 成 してい たが,47.3%に あた る105名

は,中 学卒 業 後 ノー トをす べ て廃 棄 してい た。 残

りの52.7%は,現 在 一 部 保存 してい るが,こ れ も,

大半 は唯 保存 して い る とい うだけ で,こ の 内現 在

活 用 中の ノー トが一 冊 で もあ る とい う者 は,13%

(29名)し か い ない。 全 体 の平 均保 存 科 目数 は1.9

科 目で,最 も多 く保存 され てい る科 目は社 会 科で

あ った。FIG2.は1科 目のみ 保存 して い る人 の

保 存 科 目を表 わ して い る。

っ ま り,86.9%の 者 は,大 学生 として現 在 学校

に於 け る学 習 を続 行 中 で ある に も 拘 らず,中 学

時代 の ノ ー トを活 用 してい な い。 ここで 活用 とは,

現 在 利 用 して い る手 持 ち資料 の一部 として整理 さ

れ,い つ で も必 要 に 応 じて参 照 可 能 の状 態 にな っ

て い る とい う意味 で あ る か ら,保 存 の み の39.6%

も,唯 保存 され てい る とい うだけ で,実 は,廃 棄

され て い るの と本 質的 に は何 ら変 わ りが な い。

とい うこ とは,大 半 の生徒 は中 学生 時 代 に後 か

ら活用 で き る よ うな ノー トを作 成 してお らず,目

的 も認識 せ ぬ ままに,当 り前 の こ と として ノ ー ト

を と り,テ ス トが 終 わ れば も う活 用 も してい な い

とい うこ とを意味 して い る。

ノー トが あ とあ と迄活 用 されな い理 由 と して は,

次 の よ うな こ とが考 え られ る。

1)要 点 が 全 て網 羅 され てい るわ け では ない。

2)紙 面が 整理 され て い ない 為 に検索 が しに くい。

3)規 格 ・形式 が 不統 一 で,後 に作成 す る資 料 と

組 み 合 わせ る こ とが で き ない。

4)保 存 価値 のあ る 内容 と,単 な る練 習の 為 に使

つた紙 面 とが,1つ の ノー トの中 で雑 然 と して

い る。

これ らの こ とは,教 師 の側 に も生徒 の側 に も,

後 か ら活 用 で き る ノー トを作 成 しよ う とい う意 図

な しに,た だ漫然 とノ ー ト作 成 が行 わ れてい る為

に 起 こ ってい るの で あ る。 これ は,莫 大 な エ ネ ル

ギ ーの無駄 と言 わ ざる を得 ない。

後か らノー トの不 備 に 気付 い て も,全 て を作 り

直 す こ とは不 可能 に近 い か ら,初 めか ら系 統的 な

教 育 が必 要 で あ ろ う。'

皿 ノー ト指導 の 実 態

ところで,現 在 の とこ ろ学 校 に於 い て ノー トの

指 導 は全 く行 わ れ てい な いの で あ ろ うか。 これに

関 して も,上 記 大学 生 を対 象 に質 問紙 法 で調査 を

行 な った。 結 果 は,小 中高 の 時代 に全 く ノー トの

指 導 を受 け た こ とのな い者 が83名(37.4%),何

らか の形 で ノ ー ト指 導 を うけ た のが139件(62.6

%)で あ った。 この よ うに見 る と,ノ ー ト指 導 が

多 く行わ れ てい る よ うに感 じられ るが,1人 の生

徒 は小 中 高 時代 に平 均 して25名 の教 師 か ら習 うの

で,全 員 の め ぐ り合 った教 師 の2.5%が ノー ト指

導 を してい るにす ぎな い。

と ころで,そ の ノー ト指導 の 内容 で あ るが139

件 の 内,ノ ー ト全般 にわ た って の指 導 は た った2

件(1.4%)で,残 りの137件(98.6%)は,そ の

教 師 の担 当 科 目につ いて 指導 して い るに す ぎな い。

そ れ も殆 どが ペ ー ジ内 レイ ア ウ トで あ って,そ の

授 業 をや り易 くす る為 に どの位 置 に何 を記 入す る

か を指示 して い る もの で,こ れ で は,本 人 の工 夫

す る可 能性 を広 げ る指 導 とは言 えず,他 の 科 目に

応 用 で きる よ うな形 で はな い。 ノ ー ト全 般 にわ た

る2件 の指 導 も,1件 は,記 入 す る時 に後 か ら追

加 記入 が 可能 な よ うに余 白 を作 る よ うに指示,も

う1件 は,黒 板 を うつす だ け でな く,自 分 で必 要

だ と思 った こ と を記入 す る よ うに とい う指導 が あ

った とい うのみ で,凡 そ 体系 的 とは いい 難 い。
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FIG4。 どの科 目の ノ ー トが 最 も活 用 されて い

るか

で は,ど の科 目の教 員 が,自 分 の科 目ノ ー ト指

導 を よ く行 ってい る であ ろ うか。FIG3.は,上 記

137件 の科 目別 の 内訳 で あ る。 これ を先 に述 べ た

大 学 生 の ノ ー ト活 用状 況(FIG4.)と 比 べ てみ る と,

そ の 科 目順 位 はお 互 いに近 くな ってい る。 さ らに

これ をFIG2.と 比 べ てみ る と,よ り保 存 され て い

る科 目が よ り多 く活用 され てい るわ け で は な く,

よ り指 導 され た科 目が よ り活 用 されて い る こ とが

、
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わ か る。 調 査 対象 が跡 見 学 園 女子 大 学 の学生 だけ

で あ るの で,全 体 の 学生 の代 表 的 な数 値 と見 る こ

とはで き な いが,そ れ に して も,必 ず しも保 存 し

て あ る科 目が 活用 されや す いわ け で は な く,た と

えペ ージ 内 レイ ア ウ トの よ うな指 導 で あ って も,

指 導 が あれ ば それ な りに活 用 され 易 くな るこ とは

言 え るで あ ろ う。 従 って,単 に レイ ア ウ ト指 示 の

み で な く,ノ ー ト全般 に対す る指 導が あれば,現

在 よ りさ らに ノー トが 後h活 用 され る よ うにな り,

そ の 事 に よ って更 に,生 徒 は学 校 で学 習 した 内容

を後 の社 会生 活で 役 に立 て て行 け る よ うに な るで

あ ろ う。

そ れ で は,中 学 の段 階 で必 要 な ノー トの 体系 的

指 導 とは,ど の よ うな もの で あ ろ うか。 そ の概 略

につ い て 以下 に述 べ る。

N期 待されるノー ト教育の内容

1.ノ ー トの定義

人 が あ る情 報処 理 活動 を行 う過 程 で,そ の時 の

処理或 は後 の 処理 を円滑 に行 う 目的 で,主 と して

言 語 を中心 とした 記号 体系 を利 用 して,作 成 した

書 類(document)又 は,そ の書 類 を作 成す る こ

と(筆 記)を 「ノー ト」 と呼ぶ 。

2.ノ ー トの体 裁

この 論文 が 書 かれ た1985年 現在 では,紙 に筆 記

用 具 を使 い,手 で文字 を書 い て記 入す るの が普 通

で あ る。 しか し,将 来的 に見 て,タ イ プライ タや

ワー ドプ ロセ ッサ を用 いて ノー トを とった り,内

容 を全 て コ ン ビ_一 タ の デ ィス ケ ッ トに保存 した

と して も,こ こでは そ れ を ノー トと呼 ぶ こ とにす

る。

ノ ー トが作 成 され る紙 を 厂用紙 」 と呼ぶ 。 日本

語 の 日常語 では,こ の用紙 を綴 じた も の(note-

book)を ノー ト(帳 面),綴 じて い な い もの をカ

ー ドと呼 んで 区別 して い るが ,単 に ノ ー トと言 っ

た場 合,記 入 された書 類 を指す か綴 じた 用紙 を指

す か紛 らわ しい ので,こ こで は,特 に但 し書 きが

な けれ ば,ノ ー トと言 えば 前者 を指す もの とす る。

5.ノ ー ト作 成 の 目的

ノー ト作 成 の 目的 は大 き くわ けて,A・ 後 の 情

報 処 理 を円滑 にす る 目的 と,B.そ の 場 で の 情 報

処理 に利 用す る 目的 との2つ が あ る。

A.後 の情報処理 を円滑にする目的

①情報の記録

〔受容情報〕授業をうけながら重要点 を記録し

たり,本 を読みながら重要点を書き抜いたりす

るのは,後 になって忘れてしまっても記録され

てあれば,そ の情報が利用可能になるからであ

る。

〔生産情報〕授業中,読 書中に感想や意見を記

録するのは,自 分で考え出したものであっても

後で忘れる可能性があるからで,後 の活用に備

える為である。

②情報の体系化
バラバラな知識は役に立たないので,そ の時

に得た情報を全体の中で位置づけ,さ らに今後

新情報を受容した場合にもそれがうまく組み込

めるように,整 理し体系化する。

③情報の検索

記録するのは後から利用する為である。情報

が多くなった場合は,ど こに記録してあるかを

全て覚えておくことができないから,情 報の検

索がやりやすいように,情 報は記録 されねばな

らない。

④学習活動への利用(暗 記材料としての利用)

学習内容は,理 解できればそれでよいという

ものではない。学習項目を運用する為には,暗

記せねばならぬ項 目がある。これに対しては,

暗記材料 を作成する必要がある。テス トの直前

に,学 習内容の 「まとめ」のノー トを作る生徒

は多いが,そ れはこの目的である。

⑤考 察

人間が情報を受容するのは,最 終的にはそれ

を使 って新しいことを考 えるためであろ う。そ

の時に役立てる為にノートが存在するのは言う

迄もない。

B.そ の場での情報処理に利用す る目的

⑥選択情報の確認

講義中や読書中にメモをとることで,自 分が

選び出した項目をその場で確認できる。

⑦考察の補助

普通言語情報は線的に入力する為,全 体の構

造や要素間の関係が把握 しにくい。そこで,情

報の体系 を視覚化することによって,並 列的に

情報を処理することができる。
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⑧ 印象 づけ

書 く とい う行 為 は,積 極 的 な生 産 活 動 であ る。

情 報 をただ 聞 くだ け 読む だけ の受 容 に比 べ,自

分 の 活動 が 加 わ る こ とに よ り,よ り印象づ け ら

れ,記 憶 も鮮 明 に な る。

⑨ 訓練 の場 の 提 供

問 題演 習,表 現 力練 習等,授 業 中 に は作業 を

通 じて 獲得 して い くこ と も多 い。 その作 業 の場

を提供 す るの も ノ ー トで あ る。

4.教 育 す べ き内 容

実際 の教 育 の場 で は,A.目 的 と必 要 性 の徹底,

B.目 的達 成 の為 の 方 法 の例示,C・ 用紙 の種 類

と特 徴,D.教 科 別 の 実 行 の4つ が必 要 と考 え

られ る。

A.目 的 と必 要性 の 徹 底 目的や 必 要性 を理 解 し

な い壗 に,何 か を実 行 させ る と,意 欲 がわ いて こ

な い 上,工 夫 もな され ず,場 合 に よ って は生 徒 の

反 発 を招 く こ ともあ る。 まず,目 的 意 識 を持 たせ

る こ とが 大 切 であ る。

B.目 的 達成 の為 の 方法 の 例示 練 習 用 ノー トは,

そ の授 業 の作 業 内容 に よ り最適 の形が 異 な るの で,

一 般 論 として述 べ る こ とは難 しいが,保 存 用 ノ ー

トは,情 報 の体 系化 の問 題 が あ るの で,一 般 論 と

して述 べ る こ とが 可 能 で あ る。TABLE1.は,各 目

的 達 成 の為 に は,ど の よ うな工 夫 が 可能 で あ るか

を例示 した もの であ る。 いず れ も,各 種 資 料作 成

に あ た り,研 究 施 設,図 書 館,企 業 等 で既 に実 行

済 み の もの であ る。 経 験 を体 系 化 し次 世 代 に伝 え,

次 世 代 の試 行 錯誤 に よ る到達 を効 率化 す るの が教

育 の一機 能 で あ る とす るな ら,方 法論 上 の到達 も

当然教 育 す べ きで あ ろ う。 合理的 な方 法 を例示 す

る こ とは,生 徒 が色h工 夫 す る手 掛 りとな るの で

あ る。 この 方 法論 の教 育 の必要 性 は,す で に梅棹

(1969)に よ って主 張 され て い るが,既 に見 た よ

うに,現 在 の とこ ろ殆 ど実 践 はな され てい な い。

C.用 紙 の種 類 と特徴 現 在 の所,用 紙 や フ ァイ

リング用品 は か な りの 種類 が 開 発 され て い るが,

そ れぞ れ の特 徴 を熟 知 して,用 途 に応 じて使 いわ

け て い る人 は少 な い。TABLE2.は,よ く使われて い

る用紙 類 をそ の綴 じ方 に よ って分 類 し,そ の 特徴

を比較 した もので あ る。 こ うい った特 徴 を理 解 し

た 上 で,生 徒 が 自分 の情 報 管理 体制 を作 り上 げ る

よ うな指 導 が考 え られ るべ きで あろ う。

D.教 科 別 の実 行 各 種 文 具 の 効 果 的 な 利 用 法

に 関 し て は,既 に い くつ か の 本 が書 か れ て い

る。生 活 シ ス テ ム研 究 会(1980,1981),か い

(1971)等 が そ れ で あ る。しか し こ れ らは,

一 般 人 を 対 象 と し た も の で あ っ て,実 際 の 教

育 現 場 で 活 用 す る こ とは 必 ず し も適 当で ない。

中 学 生 位 の 段 階 で は,一 般 論 を 聞 い た だけ で

は す ぐに 実 践 す る こ と は 不 可 能 だか らであ る。

従 っ て,各 教 科 の 授 業 に 於 い て,練 習 用 ノ ー

トに 練 習 を行 い な が ら教 科 の 学 習 内 容 を 修 得

して い くだ けで な く,そ れ と並 行 して,保 存 用 ノ

ー トを作 り上げ て い くこ と を実 行 させ る とよ い。

実 行 に あた って は,教 師 は絶 えず生 徒 の 実行状

況 を点 検 し,形 式 や 内容 ば か りで な く,記 入 の タ

イ ミングにっ い て も,指 導 が必 要 であ ろ う。 特 に,

中学 生 の段 階 では,授 業 を聴 きなが ら考 えなが ら

ノ ー トを とる とい うこ とが,ま だ うま くで きな い。

ノ ー トに書 いて い る と考 えな い し,考 えてい る と

ノ ー トに記入 でき な い とい う者 は多 いの で,タ イ

ミ ングの 指導 は重 要 で あ る。

V予 想される教育効果

以 上 の教 育 に よ って あ らわ れ る効 果 は,次 の よ

うな ものに な るで あ ろ う。

1.教 育 内容が,卒 業 後 も活 用 され る様 に な る。

これ ま では,無 目的 に ノ ー トを作 成 して いた 為

に,ノ ー トの 多 くが廃 棄 され 又は 死蔵 され て活 用

され なか った もの が,こ こで い うノ ー ト指導 を行

えば,大 きな 体系 に従 って 保 存用 の 資料 が作 成 さ

れ て い くこ とに な るの で,一 通 りの 学 習 が完 了 し

た 後 で も,新 し く受 容 した情 報 が,そ れ 以前 に蓄

積 された情 報 と有 機 的 な 関連 をも っ て保存 され る

よ うに な る。

2.知 識 が 体系 化 され る。

情 報 を分 類す る時 に は,絶 えず 全 体の 体系 を意

識 しな け れば な らな い ので,結 果 的 に,知 識 が 断

片 的 な儘 で記憶 され る こ とが な くな る。

3.情 報 処理 能 力が 身 につ く。

言 う迄 もな く,保 存 用 ノーrを 作 成 してい く段

階 で,分 析,比 較,分 類,追 加,整 序,総 合 とい

う判 断が絶 えず な され るの で,情 報 処理 能 力 が訓

練 され る こ とにな る。

4.学 習 の 方法 が 改善 され る。

ノ ー トの作 成 を工 夫 す る こ とに よ り,学 習 の方

法 が 客観 視 され,た だ漫 然 と学 習 す る事 が防 げ る。

書 くこ とは,学 習 の重 要 な 行為 であ るた め,結 果

的 に,学 習法 が改 善 され る。
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TABLE1. 保 存 用 ノ ー ト作 成 上 の 工 夫

1.記 録 記入し易い為の工夫 1)文 で 書 かず に キ ー ワー ドの み 記入 す る。

(保存) 2)重 要な事だけ記入する。

3)箇 条書 きに す る。

4)表 の 形 に ま とめ る。
t

5)追 加 記入 の 為 の余 白 をと ってお く。

6)略 号を利用して記入時間を短縮する。

7)少 し小さめの字で軽く書くと更に時間が縮まる。

8)新 しい用紙 がす ぐ用意 で きる様 に してお く。

2.体 系 化 分 類 ・追加 ・整序 が 1)用 紙 の規 格 を統 一 す る。

簡単にできる為の工 2)カ ー ド,フ ィ ラ ー ノ ー ト,ル ー ズ リー フ ノ ー ト等,用 紙 が 綴 じ

夫 てな い物 に 記入 す る。

3)記 入 は,用 紙 の片 面 のみ にす る。

4)項 目が変 わ る度毎 にペ ー ジ を替 える。

5)記 入 の形式 を統一 す る。

6)全 体の体系を予め考え,項 目毎に分類番号を付けておく。

3。 検 索 直ぐに必要な情報が 1)日 付 ・分 類番 号等 を付 け る。

探 し出せる為の工夫 2)ペ ージ毎,項 目毎 に,見 出 しを付 け る。

3)キ ー ワー ドを欄外 に書 き 出 して お く。

4)重 要 な 点 は,色 を付け た り,枠 で囲 ん でお い た りす る。

5)文 字 の 大 きさ を統 一 す る。

6)予 め表 の 形 に 記入 す る。

7)タ ッ クイ ンデ ス ク を付 け る。

8)各 種記号を利用する。

9)ペ ー ジ番 号 を付 け,目 次 を作 る。

10)索 引 を作 る。

4.考 察 見ながら考え易くす 1)文 で書 かず,キ ー ワー ドのみ 記入 す る様 にす る。

る為の工夫 2)漢 字 を多 く使 う様 にす る。

3)重 要 部分 を 目立た せ る。

4)図 解,表 解 の形 に す る。

5)本 質 が 同 じ物 は,同 じ色 を使 って 表 わす。

6)矢 印を効果的に使って関係を表わす。

7)文 字 を奇 麗 に書 く。

8)思 い付 いた 時 に 自分 の意 見 を記 入 してお く。

5.暗 記 資料がそのまま暗記 1)内 容に応 じて記入の位置を揃 え,隠 して練習できる様にする。

材料になる為の工夫 2)図 解,表 解 の形 に す る。

3)思 い 出す 為 の手 掛 りゃ,記 憶 法 等 を,一 緒 に記入 して お く。

4)問 答 の 形式 で 記入 す るの も良 い。
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TABLE2. 綴 じ方 別 用紙 の特徴 と用途

r_o

糸 と じ ノ ー ト ス パ イ ラ ル ノ ー ト グ ル ー ノ ー ト ル ー ズ リ ー フ ノ ー ト フ ィ ラ ー ノ ー ト

ひ らき 方

Q360° 開 くが

糸 が ゆ るむ
G長 期 間使 用 す

る と背 中が 破

れ る

・360° 開 い て も

ゆ るみ は こな い

・書 く時 に スパ イ

ラル に手 が あ た

る
・左右 ペ ー ジの行

の高 さが ず れ る

に かわ が し っ

か りして い れ

ば360° 開ける

用紙に記入してから
綴 じるのであれば開
く必要はない

360°開 いてもゆ

るみ は な い

1枚 抜きと
った時の状
態

残 りがぬけてし
ま7 OK OK OK OK

背見 出 し

狭すぎて記入し
にくい つけられない

狭いが,背 が
平 らなので
記入可能

バ イ ンダ につ け られ

る もの もあ る

フ ラ ッ トフ ァイ
ル に は充分 な見

出 しの スペ ース

が ある の でOK

すきまなく
棚に並べる
ことが可能
か

OK一

スパ イ ラル がか ら

ま るこ とが あ り,

無理
OK

バイ ンダの形が固定

しているので楔型に
なり棚から落ちるこ
とがある

厚みが自由に調
整できるので
OK

厚さの調節 不可 不可 不可
何種類かに固定され
る。但し用紙の枚数
は自由

OK

用紙の挿入 不 可 不可 不可

OKた だし普通紙
は26個穴をあける必
要がある

OK普 通紙を
とじこむ時は2
つ穴をあければ
よい

順序の入れ
かえ

不 可 不可 不可 OK OK

値 段 安 価 普通 普通
用紙は安いがバイン
ダが高価である

普 通
フ ラ ッ トフ ァイ
ル は安 価

用 途

・練 習 用 ノー ト

。ペ ージ が固 定

され て いた 方

が よい場 合 に

向 く

・360° 開 いて使 う

場 合 に向 く

o糸 とじ ノ ー

トに 同 じ
・但 し,ペ ー

ジ を抜 き と

る可能 性 の

ある場 合 に

も使 える.

バインダが丈夫なの

で携帯に向く

・保存価値のある

要点整理ノート
に向く

G情 報管理が体系

的に安価にでき
る

学習におけ
る実例

・計 算練 習

G綴 り練 習

oテ ス トノー ト

。単語帳などの暗

記材料
・野外観察記録な

ど机のない所で
記入するのにも
向く

。糸 と じ ノー

トに 同 じ
G見 開 き で 記

入 し考 察 を

加 え る学習

に も使 える

フ ィ ラー ノー トと同

じ使 い方 が で き るが・

本格的 に これ で情 報

整 理 をす るの は高 価

す ぎ るので ・フラット
フ ァイ ル との併 用 が

よいか も しれ な い。

・各科 要点 整 理 ノ
ー ト

G各 種 デ ー タベ ー

ス

G配 布教材の綴 じ

込み
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5.学 習に積極的に取 り組めるようになる。

書 くという積極的な行為 を通じ,学 習に対する

取 り組みも積極的になるであろう。人から与えら

れた学習材料に比べ,自 分で作成 した学習材料は,

活用の意欲も刺激すると思われる。

6.資 料整理法は,教 科以外にも転移する。

ノート作成によって,情 報が視覚的に整理 され

るので,そ れに倣って,生 徒は自分の趣味の分野

やその他必要な分野に簡単に応用ができるように

なる。

7.学 習時間が能率化される。

定期考査の直前に,全 体の体系 を掴む為再度纒

め直しをする生徒は多い。初めか ら要点がノート

に整理 されていれば,そ の時間が短縮 される上,

暗記材料を2重 に作成する手間が省けるので,学

習時間が能率化される。

8.複 数教材の調整に悩まずに済む

中学生や高校生の中には,学 習の中心を教科書

に置 くべきか参考書に置くべきか迷 う者も多い。

完璧な学習をしようとする場合には,両 者の重複

部分 を捜し出し,そ こに関 してはどちらかの教材

で学習し,重 複していない部分に関しては両方の

教材 を学習しなければならない。この点で,も し

中心が自分のノートであれば,多 くの教材を手が

けたとしても,自 分のノー トが完璧に近 くなるだ

けで,繁 雑な調整をせずにすませ られるという利

点を持っている。

斑 情報処理教育の必要性

TAB玉E3.ノ ー トの 指導 は いつ 必 要 か

(大学 生 の意 見)

人 数 %

小学校時代

中学校時代

高 校 時代

大 学 時代

小学校及び中学校

時期にっいて無回答

教員にこそ必要

9

83

5

1

2

4

1

8.6

79.0

4.8

0.95

1.9

3.8

0.95

以上 の考 え に基 づ いて,1984年4月 筆 者 は教

職 課程 を履 習す る大 学 生 に対 し,ノ ー トの と り方

の授 業 を試 験的 に行 った。 教 科別 の 指導 は長 期 間

を必 要 とす るの で省 略 し,と りあ えず,TABLE1.

及びTABLE2.に 示 された内容 の講 義 を行 った。 目

的 は,大 学生 の ノー トの使 用 法の 改善 とい うこ と

もあ るが,中 学 校,高 校 と学 習 を継続 して きた段

階 で ノ ー ト指 導 を うけ,そ の必 要 性や,指 導 の必

要な 時期 に関 して,ど の よ うな反 応 をす るか を知

る為 で あ る。

直 後 に反 応 を求 め るの では,自 分 で実 行 して色

々 と試 してみ る時間 が 不充 分 で あ るた め,7ケ 月

後 の1984年12月 に,そ の 授業 を想 起 させ,ノ ー

トの作 成 法 を含 む情 報 処理 教 育の 必 要性 に つ いて,

学生 の反 応 を質 問紙 に よ り求 め た。結 果 は,106

名 の うち,必 要 で あ る とい う解 答 が105名(99.1

105 100

%),不 要 と い う解 答 が1名(0.9%)で あ った。 不

要 で あ る とい う者 の理 由 と して は,わ ざわ ざ指 導

を しな く とも,各 自の工夫 に よ りノ ー トの作 成 は

改善 され る とい うもの で,こ の 不 要 論者 も,学 習

に 於 け る ノ ー トの 果 たす 役割 の重 要性 を否 定す る

もの で はな か った。

又,必 要 で あ る と した者 には,さ らに いつ の時

期 に必 要 か尋 ねた とこ ろ,結 果 はTABLE3.の よう

で あ った。 試 験的 授 業 の際 には,普 通 の 大学 生 対

象 の授 業 として行 ってお り,中 学生 用 と い うこ と

は 伝 えて いな か ったが,筆 者 の 意 図通 り,中 学 生

の 時期 が 最適 で ある とい う印象 を持 った 大 学生 が

最 も 多 か った。

学 習量 や 学習 内容 の体系 性 か ら考 えて,ノ ー ト

作 成 の指 導 は,中 学生 の 時期 か ら開始 す るのが よ

い と思 わ れ る。 夂,中 学 時 代は 筆 記 のス ピ ー ドが

急 速 に増 加 す る時期 であ る し,社 会 に出 て か ら役

立 つ こ と も考 え併せ る と,義 務 融育 中 に 指導 して

お く必 要 が あ るの で,や は り最 適 な時期 は 中学 時

代 とい うこ とにな るで あ ろ う。

とこ ろで,よ く指 摘 され て い る こ とで あ るが,

現在 は テ クノ ロジが進 歩 しす ぎてお り,そ れ に よ

って生 み 出 され る新 し い環 境 に対 して,人 間 が 充

分 に適 応 で きて い な い為 に,様 々な 問題 が生 じて

い る といわれ る。 問 題 が生 ず る とこ ろま で は行 か

な い まで も,我 々 は必 ず しも情 報 機 器 を充分 に使

い こ な して い る とは言 い難 い こ とも多 々あ る。

例 えば,コ ン ピュー タは導入 した もの の,ど う

活 用 した らよ いか わか らず に も て あ ま して い る企

業 体 は多 い。 これ は本 末顛 倒 で あ って,本 来 は,

情 報 処理 機 構 が充 分 に整 備 され てい る状 況 で,人

間が 行 う こ との で きな い部 分 を コ ン ピュ ータ に実

行 させ る とい う方 向で あ るべ き で あ ろ う。
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1984年8月 に 行わ れ たNHKの 世 論 調 査部 の

調 査 に よれば,小 学生 の2.6%が 自分 用 の コ ン ピ

ュ ータ を保有(ゲ ーム専 用機 まで含 め れば16.5%

が 保有)し てお り,コ ンピ ュータ は家庭 に まで普

及 す る兆 し を見 せ て い る。

現在 の 所,大 半 の小 中学生 は ゲーム機 として コ ン

ビ_一 タ を利 用 して い る にす ぎな いが,こ れ で は

コ ンピュー タ の機 能 を十 分 活か して い る とは 言 え

な い。 教 育上,も っ と有効 な利 用法 が あ って然 る

べ きで ある。

この よ うに有 効 な道 具が身 近 に あ りなが ら,子

供 達 の主 た る情 報 処理 活 動 で あ る学校 の授 業 が,

旧 態依 然 た る方 法 で行 われ て い る とい うので は,

ます ます 技術 の進 歩 と適 応 可能 な レベル との差 が

開 いて しま うこ とに な る。

本論 文 で は,ノ ー トの指 導 とい うこ と を中心 に,

情 報 処理 教 育 の必 要性 を論 じたが,こ れ か らの社

会 に充 分適 応 し得 る人 材 を育成 す る とい う立場 か

らも,教 育 の機 能 を考 え る こ とが で き る とす る な

らば,情 報 処理 教 育 は,単 に ノー ト作 成 の問題 だ

け で な く,各 種 デ ータ ベ ース の作 成や 利用 法,処

理 手順 の作 図化,シ ソー ラス の活 用法,各 種発 想

法 の修 得 等 に も広 げ られ るべ きで あ ろ う。

以上 の理 念 に基 づ き,現 在 筆 者 は,中 学 生 を対

象 に試 験 的 に情 報 処理 教 育 を実 行 中 であ る。 この

成 果 につ い て は,別 の機 会 に述 べ るつ も りで あ る。
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